
は
し
が
き

本
書
は
、
日
本
史
の
中
の
人
と
裁
判
に
着
目
し
て
、
日
本
の
裁
判
・
民
事
訴
訟
・
民
事
紛
争
解
決
の
望
ま
し
い
あ
り
方

を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
幸
い
多
く
の
読
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
旧
著
『
日
本
人
と
裁
判
』（
法
律
文
化
社
、

二
〇
一
〇
年
）
を
全
面
的
に
改
訂
し
、
新
た
に
章
や
写
真
・
コ
ラ
ム
（【
歴
史
の
寄
り
道
①
〜
⑬
】）
を
加
え
て
改
題
も
し
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
に
面
白
い
学
問
分
野
で
あ
る
「
民
事
訴
訟
・
民
事
裁
判
」
の
法
が
、
大
学
の
授
業
で
は
「
民
訴
」
＝
「
眠
素
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
睡
魔
を
誘
う
つ
ま
ら
な
い
授
業
と
し
て
嫌
わ
れ
が
ち
な
現
状
を
何
と
か
し
た
い
思
い
か
ら
執
筆
し
た
の

が
本
書
で
す
。
法
学
・
民
事
訴
訟
法
の
教
師
と
し
て
、
ス
イ
マ
セ
ン
と
い
う
気
持
ち
と
、
も
っ
た
い
な
い
面
持
ち
が
、
心

情
的
に
な
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
が
複
雑
化
し
価
値
観
が
多
様
化
し
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
尊
重
さ
れ
る
現
代
社

会
で
、
民
事
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
、
最
後
に
解
決
の
決
め
手
と
な
る
の
は
「
手
続
」
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
か
ら

で
す
（
新
堂
幸
司
『
司
法
改
革
の
原
点
』〔
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
〕
も
参
照
）。
し
か
も
、
法
学
の
学
び
の
道
は
多
様
で
あ
っ
て

も
よ
い
と
考
え
る
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
中
期
の
思
想
家
、
荻お

生ぎ
ゅ
う

徂そ

徠ら
い

（
↓
第
運
章
1
）
は
、「
学
問
は
歴
史
に
極
ま
り
候
そ
う
ろ
う

」
と
記
し
ま
し
た
。
人

間
社
会
も
民
事
訴
訟
法
も
、
す
べ
て
歴
史
的
な
所
産
で
す
。
徂
徠
は
、「
学
問
は
飛ひ

耳じ

長ち
ょ
う

目も
く

の
道
と
荀じ
ゅ
ん

子し

も
申
し
候
」

と
記
し
、「
飛
耳
」
で
海
外
の
情
報
の
価
値
を
語
り
、「
長
目
」
で
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
説
き
ま
し
た
。
現
代
に
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通
じ
る
卓
見
だ
と
思
い
ま
す
。
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
が
記
す
よ
う
に
、「
湖
に
浮
か
べ
た
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
よ
う
に
、
人

は
後
ろ
向
き
に
未
来
へ
入
っ
て
い
く
」
こ
と
し
か
で
き
な
い
か
ら
で
す
（
つ
ま
り
、「
目
に
映
る
の
は
過
去
の
風
景
の
み
で
あ

り
、
明
日
の
景
色
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
」
の
で
す
。）。

日
本
で
は
、
明
治
維
新
以
降
、
不
平
等
条
約
の
早
期
改
正
等
の
懸
案
か
ら
、
西
欧
列
強
の
統
治
基
盤
と
な
っ
て
い
た
西

欧
近
代
法
の
継
受
は
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
歴
史
を
紐
解
け
ば
、
太
古
か
ら
正
義
・
司
法
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
合
理
的
な
裁
判
へ
の
志
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
中
世
や
近
世
で
さ
え
、
平
等
か
つ
公
正
な
裁
判
や

紛
争
解
決
・
法
的
救
済
へ
の
志
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
不
連
続
な
面
は
あ
る
も
の
の
、
現
代
日
本
の
民

事
裁
判
の
世
界
で
は
、
ア
ク
セ
ス
・
公
正
・
和
な
ど
の
局
面
で
、
日
本
史
の
歴
史
的
な
伝
統
を
、
確
か
に
受
け
継
い
で
い

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
時
代
の
流
れ
の
中
で
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
近
時
（
二
〇
二
〇
年
〔
令
和
二
年
〕
秋
）

の
重
大
な
出
来
事
と
し
て
、
法
学
士
、
菅す
が

義よ
し

偉ひ
で

の
内
閣
時
に
お
け
る
日
本
学
術
会
議
会
員
任
命
拒
否
事
件
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
人
文
・
社
会
科
学
系
会
員
候
補
者
の
み
六
名
（
第
一
部
会
〔
人
文
・
社
会
科
学
系
部
会
〕
改
選
三
五
名
中
の
六

名
）
も
が
、
任
命
権
者
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
に
任
命
を
拒
否
さ
れ
た
事
件
で
す
（
二
〇
二
二
年
〔
令
和
四
年
〕
七
月
現
在
で

も
、
定
員
割
れ
と
い
う
日
本
学
術
会
議
法
七
条
一
項
を
満
た
さ
な
い
違
法
状
態
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
憲
法
七
三
条
一
号
・
四
号
、
九

九
条
も
参
照
）。
そ
れ
は
、「
令
和
」
と
は
、「『
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
』
と
い
う
意

味
を
込
め
た
」
と
当
時
の
首
相
が
説
明
し
た
と
き
の
官
房
長
官
の
行
為
だ
っ
た
の
で
す
。

私
は
、
社
会
科
学
系
研
究
者
の
一
市
民
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
を
憲
法
価
値
の
実
現
プ
ロ
セ
ス
を
規
定
し
た
手
続
法
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
件
は
、
日
本
国
憲
法
が
目
指
す
日
本
社
会
の
未
来
を
破
壊
し
か
ね
な
い
と
考
え
ま
す
（
憲
法

前
文
、
思
想
・
良
心
の
自
由
〔
憲
法
一
九
条
〕、
表
現
の
自
由
〔
同
二
一
条
〕、
学
問
の
自
由
〔
同
二
三
条
〕
等
を
参
照
）。「
民
主
的
社
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会
に
お
い
て
は
、
自
分
が
よ
り
特
権
的
な
立
場
に
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
自
分
が
他
の
人
間
と
平
等
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
」
と
論
じ
、「
今
日
求
め
ら
れ
る
の
は
、
人
々
の
平
等
を
前
提
に
し
た
モ
ラ
ル
で
」

あ
り
、「
自
分
と
立
場
や
理
想
を
異
に
す
る
人
々
も
ま
た
、
自
分
と
同
じ
人
間
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
共
感
の
能
力
」
で
、

「
そ
の
よ
う
な
他
者
か
ら
学
び
、
自
己
修
正
の
契
機
と
す
る
こ
と
」、「
平
等
社
会
の
モ
ラ
ル
に
基
づ
」
き
、「
相
互
的
な
リ

ス
ペ
ク
ト
を
可
能
に
す
る
社
会
と
い
う
空
間
を
構
築
し
、
支
え
て
い
く
こ
と
が
一
人
ひ
と
り
の
個
人
に
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
論
じ
る
学
者
が
、
任
命
を
拒
否
さ
れ
た
の
で
す
（
引
用
は
、
宇
野
重
規
『〈
私
〉
時
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』〔
岩
波
書
店
、

二
〇
一
〇
年
〕）。「
学
術
会
議
問
題
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
問
題
は
日
本
学
術
会
議
の
側
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
違
法
な
任
命
拒
否
を
し
た
任
命
権
者
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
（
彼
が
、
結
局
一
度
の
総
選
挙
も

経
験
す
る
こ
と
な
く
、
内
閣
総
理
大
臣
を
退
い
た
の
は
遺
憾
で
す
。）。
九
州
大
学
を
去
っ
て
カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
量
子
化
学
者
、

藤
永
茂
が
『
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
悲
史
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
〔
原
著
、
一
九
七
二
年
〕）
で
、「
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
問
題
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た
ち
の
問
題
で
は
な
い
。
我
々
の
問
題
で
あ
る
。」
と
喝
破
し
た
事
実
と
重
な
る
の
で
す
。

と
も
か
く
、
物
言
え
ば
唇
寒
し
秋
の
風
が
、
学
問
や
大
学
の
世
界
に
（
官
僚
の
世
界
に
も
）
吹
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

思
想
、
政
治
お
よ
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
右
や
左
の
問
題
で
は
な
く
、
人
と
日
本
と
学
問
の
将
来
に
関
す
る
話
で
す
。

学
問
に
対
す
る
畏
敬
の
念
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
と
い
う
国
は
、
一
三
〇
〇
年
以
上
も
前
に
百
済

く
だ
ら

か
ら
亡
命
し
た

学
者
、
鬼き

室し
つ

集し
ゅ
う

斯し

の
墓
（
↓
「
序
章
」
扉
写
真
）
を
、
今
日
に
至
る
ま
で
滋
賀
の
蒲
生

が
も
う

野の

に
あ
る
小
さ
な
村
落
（
小こ

野の

の
集

落
）
で
ひ
っ
そ
り
と
温
か
く
守
り
続
け
る
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
国
家
だ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
日
本
の
歴
史
に
お
け
る
人
と
裁
判
・
司
法
の
歩
み
を
、
本
書
で
は
垣
間
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
書
の
執
筆
過
程
で
は
、
実
に
多
く
の
人
々
や
学
生
た
ち
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
書
物
か
ら
も
し
か
り
で
す
。
旧

著
が
ご
縁
で
お
話
を
す
る
機
会
を
得
て
、
多
く
の
内
外
の
方
々
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ

は し が き
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カ
の
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
、
ド
イ
ツ
の
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
、
中
国
人
民
大
学
、
台
湾
の
國
立
中
正
大
学
、
福

井
調
停
協
会
、
神
奈
川
調
停
協
会
、
中
部
調
停
協
会
、
司
法
書
士
会
連
合
会
等
の
関
係
者
の
方
々
に
も
、
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
法
律
文
化
社
の
田
靡
純
子
さ
ん
に
は
社
長
時
代
に
旧
著
の
新
訂
を
お
勧
め
い
た
だ
き
、
梶
谷
修
さ
ん
に

は
様
々
な
ご
示
唆
を
賜
り
か
つ
懇
切
丁
寧
な
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
も
、
読
者
の
た
め
に
、
素
晴

ら
し
い
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
が
、
文
字
通
り
家
族
ぐ

る
み
で
お
世
話
に
な
っ
た
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
名
誉
教
授
、
W
illiam
J.T
urnier先
生
お
よ

び
奥
様
の
故
M
arifé
さ
ん
に
も
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
歴
史
学
の
学
位
を
有
す
る
先
生
ご
夫
妻
と
特
に
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
に
日
本
史
を
学
ん
だ
マ
リ
フ
ェ
さ
ん
と
は
、
歴
史
の
話
を
よ
く
し
ま
し
た
。
本
書
に
は
、
世
界
を
自
由

に
往
き
来
で
き
た
時
代
の
そ
の
よ
う
な
懐
か
し
い
思
い
出
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
世
界
各
地
で
現
在
進
行
形
で
あ
る
戦
争
や
内
戦
が
、
一
日
も
早
く

終
息
し
終
戦
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

な
お
、
本
書
の
最
初
の
成
立
ち
な
ど
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
を
参
照
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
本
書
で
は
写
真
も
用
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て
私
が
折
に
触
れ
て
撮
っ
た
も
の
を
用
い
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
〔
令
和
四
年
〕
四
月
二
五
日

冷
泉
家
の
隣
、
花
水
木
の
咲
く
同
志
社
大
学
弘
風
館
に
て

川
嶋

四
郎
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